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( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

　実施年度に入り、事業の内容に変更が生じた。また、実施設計の段階で場所の変更や、それに伴う調整作業が生じたことで、事業実
施まで至らず、実施設計までで年度を終えた。

実　績

委託設計業務

【参考指標】
目　標

目標値
（　年度）

観光関連施設（東屋等）の整備
関連施設としてのトイレ整備

目　標
観光関連
施設整備

実　績

達
成
状
況
説
明

　当初、東屋（３棟）、トイレ（１棟）を予定していたが、実施計画に入り、東屋を２棟に変更、シャワー施設を追加、トイレの場所
変更などの必要性が出てきた。それに伴い、実施設計の完了までに時間を要したので、工事等実施を次年度へと変更した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H25成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目　標

実　績

目　標
観光関連施設

整備

実　績 委託設計業務

予算の状況の説明
　当初は、平成２５年度中に実施設計から工事の実施までを計画していたが、設計の段階で、場所の選定や県との調整
がはいり、実施が困難になったので、当該年度中は実施設計のみで終了し、次年度に工事着工を目指す。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H25活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

観光関連施設（東屋等）の整備
関連施設としてのトイレ整備

執行率（％）(B/A) 8.3%

次年度繰越額 0

うち交付金充当額 1,688

B．執行済額 2,110

A．計(b+d) 25,500

(d)繰越額 0

(c)増減額(b-a) 0

(b)予算現額 25,500

(a)当初予算額 25,500

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

観光振興課
事業実施

（予定）年度
平成２５～２６年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

事業内容

　本村の地域資源を活かした観光産業の振興を図るため、観光関連施設等の整備を図る。本事業の導入により東屋等の整備を行い、誰もが自
然と触れ合うことのできる、快適な環境づくりによる観光地形成を推進する。

市町村名 多良間村

平成２５年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

２－① 観光関連施設整備事業（東屋等） 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（２）－ア

国際的な沖縄観光ブランドの確
立

担当部課名



○委託先の事業者は見積入札により選定しており、妥当と
考える。
○費目・使途については、事業目的達成の観点から必要不
可欠なものであり、計画・納品・支出等に関する書類により確
認、適正である。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

2,110 2,110 1,688 422 0

今後の取り組み方針

　計画～実施設計（１年度）、実施（１年度）の流れで事業を進める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　事業計画、実施設計に十分な時間を確保する必要性から、計画～実施へ
の取り組みを複数年で行うことが望ましい。

　事業を計画する段階で、十分時間を確保する。

多良間村

2,110千円

委託費
2,110千円

富浜建築設計事務所
1,396千円

（株）ながはま建築工房
714千円

・東屋等に関する設計業務
・公衆トイレに関する設計業務



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

　６月から執行する予定だったが、９月にずれ込んだ。賃金清掃員との契約への条件整備が整わず、また適任者がなかなか見つからな
かった。

実　績

２回
乗用芝刈機購入

【参考指標】
目　標

目標値
（　年度）

観光関連施設の美化

目　標 ４回

実　績

達
成
状
況
説
明

　年間をとおして美化緑化事業を行う計画だったが、賃金清掃員との契約に時間を要したので、目標の半分程度の実施に終
わった。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H25成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目　標

実　績

目　標 ４回

実　績
２回

乗用芝刈機購入

予算の状況の説明
　当初は、清掃作業員の賃金のみを予算計上していたが、予定していた作業員の雇用契約に時間を要したことにより、
実施開始が９月にずれ込んだ。また、作業に必要な備品として、芝刈機の必要性が出てきたので、「備品購入費」への変
更を行い実施した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H25活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

観光関連施設の美化

執行率（％）(B/A) 78.4%

次年度繰越額 0

うち交付金充当額 3,136

B．執行済額 3,921

A．計(b+d) 5,000

(d)繰越額 0

(c)増減額(b-a) 0

(b)予算現額 5,000

(a)当初予算額 5,000

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

観光振興課
事業実施

（予定）年度
平成２５～３３年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

事業内容

　観光地形成に向け、公園、道路等の主要施設の清掃作業により環境美化を行うことにより、観光関連施設等の緑化推進を図り、島を訪れる誰
もが、文化遺産である史跡や豊かな自然環境に触れ合うことのできる快適な環境づくりによる観光地形成を推進する。

市町村名 多良間村

平成２５年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

２－② 美化緑化推進事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（２）－ア

国際的な沖縄観光ブランドの確
立

担当部課名



○費目・使途については、事業目的達成の観点から必要不
可欠なものであり、計画・納品・支出等に関する書類により確
認、適正である。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

3,921 3,136 785 2,351 0

今後の取り組み方針

　年間をとおして適任者と雇用契約を結べるよう、条件面の整備（社会保険、雇用保険等）を進める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　年度途中からの取り組みということもあり、賃金作業員との契約がなかな
か結べなかった。現場の遅れを挽回するため、人数を増やして契約したが、
定着せず思い通りの執行につながらなかった。

　新年度に向けて、人数を固定し、年間を通して雇用契約を結ぶことにより、
契約者が働きやすい条件を整備する。年間をとおして固定したメンバーで作
業を進めることにより、効率が上がり十分な執行につながる。

多良間村

3,921千円

賃金
2,666千円

備品購入費
1,255千円

賃金（雇用）
2,666千円

（株）南九州クボタ宮古営業所
1,255千円

・観光関連施設の美化作業
・乗用芝刈機購入



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

　村内の堆肥化資源の状況等を調査して、堆肥生産量や施設の規模を資源循環活用施設の基本計画を目標どおり策定した。

実　績

基本計画策定

【参考指標】
目　標

目標値
（　年度）

資源循環活用施設の基本計画、基本設計
の策定

目　標
基本計画

策定

実　績

達
成
状
況
説
明

　村内の堆肥化資源の状況等を調査して、堆肥生産量や施設の規模を資源循環活用施設の基本計画を目標どおり策定し
た。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H25成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目　標

実　績

目　標 基本計画策定

実　績 基本計画策定

予算の状況の説明
　不要額が389千円発生しているが、委託費の入札残によるものであり、当初計画していた事業内容は適正であったと考
えている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H25活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

資源循環活用施設の基本計画、基本設計
の策定

執行率（％）(B/A) 91.2%

次年度繰越額 0

うち交付金充当額 3,208

B．執行済額 4,011

A．計(b+d) 4,400

(d)繰越額 0

(c)増減額(b-a) 0

(b)予算現額 4,400

(a)当初予算額 4,400

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

土木建設課
事業実施

（予定）年度
平成２５年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（６）

事業内容

　基幹作物であるさとうきびのトラッシュ（さとうきび葉）や伐採木、家庭からでる草木の堆肥化・資源化を図るため、バイオマス資源の調査、各資
源の有効利用の検討を行い、循環型農業につながる基本計画を作成する。

市町村名 多良間村

平成２５年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

４－① 多良間村資源循環活用施設基本計画作成事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（１２）－イ

農林水産業の振興

担当部課名



○委託先の事業者は３社見積入札により選定しており、妥当
と考える。
○費目・使途については、事業目的達成の観点から必要不
可欠なものであり、計画・納品・支出等に関する書類により確
認、適正である。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

4,011 4,011 3,208 803 0

今後の取り組み方針

・資源循環活用施設の整備に向けた、ハード事業の導入を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・牛糞の畜舎から堆肥センターへの運搬を農家が運搬するか、堆肥センター
が運搬するか課題がある。

・伐採木や雑木等の処理について、チップ化による機械の導入が出来ない
かとの要望がある。

・農家が運搬できない場合は、堆肥センターで回収するよう対策を図る。

・チップ化出来る機械の導入について検討する。

多良間村

4,011千円

委託費
4,011千円

沖縄県土地改良事業団体連合
会

4,011千円

資源循環活用施設基本計画作成
にかかる委託業務



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

　さとうきびの病害虫イネヨトウ防除は、薬剤散布を併用しているがフェロモンチュウブ設置は環境にも優しく作業が簡単にでき関係機関
及び農家が一体となりさとうきびの安定生産と生産農家の所得の安定を図る。

実　績

フェロモンチュウ
ブ設置による防

除
【参考指標】

目　標

目標値
（　年度）

さとうきびのイネヨトウ被害を防ぐため防除
を行う。
・フェロモンチュウブ設置：2,987巻

目　標
フェロモン
チュウブ
設置によ

実　績

達
成
状
況
説
明

農家、関係機関と連携してフェロモンチュウブを設置した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H25成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目　標

実　績

目　標
フェロモンチュ
ウブ設置による

防除

実　績
フェロモンチュウブ
設置による防除

予算の状況の説明 事業費を予定どおり執行できた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H25活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

さとうきびのイネヨトウ被害を防ぐため防除
を行う。
・フェロモンチュウブ設置：2,987巻

執行率（％）(B/A) 100.0%

次年度繰越額 0

うち交付金充当額 15,995

B．執行済額 19,994

A．計(b+d) 20,000

(d)繰越額 0

(c)増減額(b-a) 0

(b)予算現額 20,000

(a)当初予算額 20,000

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

産業経済課
事業実施

（予定）年度
平成２５～２９年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（６）

事業内容

　さとうきびの生産安定と品質向上を図るため、フェロモンチュウブを設置し、雌を探す雄の行動を阻害し、交尾率を低下させることにより、イネヨ
トウの次世代密度低下を図る。

市町村名 多良間村

平成２５年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

５－① イネヨトウかく乱法防除事業（フェロモンチュウブ） 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第５章－３－（４）－ウ

圏域の特色を生かした産業の振
興

担当部課名



○委託先の事業者は、村内のさとうきび生産農家と連携して
おり、事業実施については前年度の県事業においても行っ
ており妥当と考える。
○費目・使途については、事業目的達成の観点から必要不
可欠なものであり、計画・納品・支出等に関する書類により確
認、適正である。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

19,994 19,994 15,995 3,999 0

今後の取り組み方針

イネヨトウの繁殖、被害状況を調査しながら今後も実施していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

年1回3月のみの実施だが、年2回3月・9月実施要望はどうか。（コストが大、
高値）

月3回のトラップ調査を重視し今後に繋ぐ。

多良間村

19,994千円

委託費
19,994千円

多良間地区さとうきび生産組合
19,994千円

イネヨトウかく乱法防除事業
にかかる委託業務



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

空調設備３教室に整備することで、児童・生徒の快適な学習環境を整備できた。

実　績

中学校３教室

【参考指標】
目　標

目標値
（　年度）

空調設備の整備：中学校３教室

目　標
中学校３

教室

実　績

達
成
状
況
説
明

空調設備３教室に整備することで、児童・生徒の快適な学習環境を整備する。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H25成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目　標

実　績

目　標 中学校３教室

実　績 中学校３教室

予算の状況の説明 当初計画どおり予算執行ができた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H25活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

空調設備の整備：中学校３教室

執行率（％）(B/A) 99.9%

次年度繰越額 0

うち交付金充当額 3,183

B．執行済額 3,980

A．計(b+d) 3,983

(d)繰越額 0

(c)増減額(b-a) 0

(b)予算現額 3,983

(a)当初予算額 3,983

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

教育委員会
事業実施

（予定）年度
平成２５年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３－（１）

事業内容

　亜熱帯気候である沖縄は、年間を通して高温多湿な状況が長期間続くことから、児童・生徒の学習環境を改善し学習に集中できる環境を整備
するため、空調設備を設置する。

市町村名 多良間村

平成２５年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

７－① 中学校空調設備設置事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（１１）－イ

生活環境基盤の整備及び教育・医療・福祉
における住民サービスの向上

担当部課名



○備品購入先の事業者は専門業者であり、見積入札により
選定しており、妥当と考える。
○費目・使途については、事業目的達成の観点から必要不
可欠な備品であり、計画・納品・支出等に関する書類により
確認、適正である。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

3,980 3,980 3,183 797 0

今後の取り組み方針

空調設備が整備されたことで夏場でも快適な学習環境が確保できたことで学習に集中することができ、児童・生徒の学力向上につなげていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

空調設備を設置したことで快適な学習環境を整備できた。 空調設備を設置したことで快適な学習環境が整備され、児童・生徒の学力向
上が図られる。

多良間村

3,980千円

工事請負費
3,980千円

（株）丸秀
1,306千円

空調設備設置：３台



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 多良間村

平成２５年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

８－① 干ばつ対策灌水タンク整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（１２）－イ

農林水産業の振興

担当部課名 産業経済課
事業実施

（予定）年度
平成２５年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３－（６）

事業内容

　多良間村の土層は浅く保水力に乏しく慢性的な干ばつ被害を受けている。この干ばつ被害を打開するため、村内に多数あるため池の水を利
用し、干ばつ期に灌水できるようにエンジンポンプ付きかん水タンク整備を行う。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 25,725

(b)予算現額 25,725

(c)増減額(b-a) 0

(d)繰越額 0

A．計(b+d) 25,725

B．執行済額 23,205

うち交付金充当額 18,564

次年度繰越額 0

執行率（％）(B/A) 90.2%

予算の状況の説明
不要額が2,520千円発生しているが、入札残によるものであり、当初計画していた事業内容はすべて実施しており、適正
であったと考えている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H25活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

灌水タンク購入

目　標 灌水タンク１０基

実　績 灌水タンク１０基

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

エンジンポンプ付きかん水タンク１０基購入し、干ばつ時の農作物へのかん水を行う。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H25成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

灌水タンク購入

目　標
灌水タンク

１０基

実　績 灌水タンク１０基

【参考指標】
目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

エンジンポンプ付きかん水タンク１０基購入し、干ばつに対応する準備が出来た。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

これまでの干ばつ被害を重視し、干ばつ時の状況を関係機関と早急に協議
する。

干ばつ時における早急な対応で農作物の被害を軽減する。

今後の取り組み方針

干ばつ時の状況を関係機関と協議しながら、農作物へのかん水を迅速に行うことで、干ばつ被害を抑える。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

23,205 23,205 18,564 4,641 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○委託先の事業者は入札により選定しており、妥当と考え
る。
○費目・使途については、事業目的達成の観点から必要不
可欠な備品であり、計画・納品・支出等に関する書類により
確認、適正である。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

多良間村

23,205千円

備品購入費
23,205千円

（株）くみき宮古営業所
23,205千円

灌水タンク購入：１０基



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 多良間村

平成２５年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

９－① 快適生活環境推進事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（１１）－イ

生活環境基盤の整備及び教育・医療・
福祉における住民サービスの向上

担当部課名 住民福祉課
事業実施

（予定）年度
平成２５年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－９

事業内容

　農業振興のための貯水池、肉用牛等家畜の副産物（糞・堆肥）がハエ等の格好の産卵場所となり、害虫の異常発生が起こっている状況であ
る。このため、高性能煙霧機を導入し害虫を駆除することで伝染病の予防と快適な生活環境を図る。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 1,376

(b)予算現額 1,306

(c)増減額(b-a) 0 ▲ 70

(d)繰越額 － 0

A．計(b+d) 0 1,306

B．執行済額 1,306

うち交付金充当額 1,044

次年度繰越額 0 0

執行率（％）(B/A) #DIV/0! 100.0%

予算の状況の説明 入札結果により、６９，０００円の減額補正となった。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H25活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

高性能煙霧機の整備：３基

目　標 煙霧機３基導入

実　績 煙霧機３基導入

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

煙霧機による防除を実施することで、発生する蚊等の害虫を駆除する。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H25成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

高性能煙霧機の整備：３基

目　標
煙霧機３
基導入

実　績 煙霧機３基導入

【参考指標】
目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

煙霧機による防除を実施することで、村内に発生する蚊等の害虫を駆除し、快適な生活環境をつくる。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

煙霧機を車輌搭載し集落内を防除するため村民への周知が必要。
（煙霧を行う場合は、村民への周知を村内放送で行っている。）

　快適な生活環境を維持するため、特に夏場の煙霧を行うことで、蚊・ハエ等
の発生を抑えるよう取り組む。

今後の取り組み方針

・蚊等が発生する夏場（４月～８月頃）において定期的に防除作業を行う。
・限られた時間帯での防除作業であるため定期的に長期間の作業が必要。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

1,306 1,306 1,044 262 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○備品購入先の事業者は専門業者であり、見積入札により
選定しており、妥当と考える。
○費目・使途については、事業目的達成の観点から必要不
可欠な備品であり、計画・納品・支出等に関する書類により
確認、適正である。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

多良間村

1,306千円

備品購入費
1,306千円

(株)オキチク商事
1,306千円

高性能煙霧機購入：３台


